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平
成
二
十
二
年
度
事
業
は
滞
り
な

く
す
べ
て
が
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
は
㈶
茨
城
県
体
育
協
会
の
ご
指

導
、
茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会

県
役
員
諸
氏
並
び
に
会
員
の
皆
様
の
絶

大
な
る
ご
協
力
の
賜
で
あ
り
ま
す
。

去
る
平
成
二
十
二
年
十
二
月
十
七
日

平
成
二
十
二
年
度
第
二
回
全
国
ス
ポ
ー

ツ
指
導
者
連
絡
会
議
が
㈶
日
本
体
育

協
会
地
下
三
階
講
堂
に
於
い
て
開
催
さ

れ
、
平
成
二
十
二
年
度
公
認
ス
ポ
ー
ツ

指
導
者
の
表
彰
式
が
十
三
時
三
十
分
か

ら
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
の
茨

城
県
の
該
当
者
は
平
沢
ふ
く
枝
様
、
平

岡
房
子
様
、
柏
葉
光
子
様
の
三
名
の
方

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の
更
な
る

ご
活
躍
を
ご
期
待
い
た
し
ま
す
。

表
彰
式
の
後
、
十
四
時
三
十
分
か
ら

十
七
時
ま
で
の
間
、
各
都
道
府
県
指
導

者
協
議
会
代
表
委
員
四
十
七
名
、
競

技
団
体
普
及
指
導
部
代
表
委
員
六
十
一

名
、
指
導
者
育
成
専
門
委
員
会
委
員

二
十
名
並
び
に
各
ブ
ロ
ッ
ク
及
び
各
中

央
競
技
団
体
代
表
幹
事
二
十
名
等
約

百
四
十
名
に
よ
り
、
平
成
二
十
一
年
か

ら
二
十
二
年
に
亘
り
協
議
さ
れ
て
き
た

テ
ー
マ
に
つ
い
て
総
括
が
あ
り
ま
し
た
。

協
議
テ
ー
マ
は
「
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

の
養
成
と
活
動
の
促
進
」、「
公
認
指
導

者
の
更
新
率
の
向
上
方
策
に
つ
い
て
」、

「
学
校
部
活
動
に
お
け
る
外
部
指
導
者

に
つ
い
て
」
で
し
た
。
こ
れ
ら
の
テ
ー

マ
は
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
に
お
い
て
、

平
成
二
十
一
年
度
埼
玉
県
開
催
時
並
び

に
平
成
二
十
二
年
度
群
馬
県
開
催
時
に

お
い
て
検
討
さ
れ
て
き
た
共
通
テ
ー
マ

で
し
た
。

会
議
終
了
間
際
に
事
務
局
よ
り

二
十
三
年
度
以
降
の
事
業
に
つ
い
て
の

予
告
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
一
部
に
、

昨
今
の
日
本
経
済
状
況
や
政
府
の
予
算

方
針
か
ら
、
事
業
の
見
直
し
が
余
儀
な

く
さ
れ
、
特
に
競
輪
の
補
助
金
が
縮
小

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
こ

と
か
ら
競
輪
補
助
事
業
で
行
わ
れ
て
き

た
「
全
国
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
連
絡
会

議
」
は
補
助
の
対
象
か
ら
外
れ
、
恒
例

に
な
っ
て
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
ブ

ロ
ッ
ク
会
議
は
、
補
助
に
値
し
な
い
事

業
と
判
断
さ
れ
、
平
成
二
十
三
年
度
か

ら
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
の

事
業
で
は
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
オ

フ
ェ
ッ
サ
ー
の
研
修
会
等
の
中
止
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

「
全
国
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
連
絡
会
議
」

及
び
「
各
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
」
の
継
続
が

中
止
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
各
都
道
府
県

間
の
連
絡
調
整
や
情
報
の
交
換
が
滞
る

事
に
な
り
ま
す
。
特
に
㈶
日
本
体
育
協

会
の
事
業
情
報
が
年
度
当
初
に
収
集
が

怠
る
こ
と
の
無
い
よ
う
、
各
都
道
府
県

の
情
報
収
集
体
制
を
強
化
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
各
公
認
指
導
者
自
身
も
積
極

的
な
情
報
収
集
に
、
自
ら
の
努
力
も
必

要
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
会
員
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
数
々
の
事
情

を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
本
協
議
会
へ
の

益
々
の
ご
鞭
撻
と
、
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

末
尾
に
当
た
り
、
会
員
の
皆
様
、
そ

し
て
有
資
格
者
の
皆
様
の
益
々
の
ご
発

展
と
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
二
年
度
の
本
協
議
会
活
動

内
容
を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
の
本
協
議
会
総
会
は
、
平
成

二
十
二
年
六
月
二
十
日
に
茨
城
県
立
青

少
年
会
館
で
開
催
し
て
、
平
成
二
十
一

年
度
事
業
報
告
お
よ
び
収
支
決
算
報
告

な
ら
び
に
平
成
二
十
二
年
度
事
業
計
画

案
お
よ
び
収
支
予
算
案
の
ご
承
認
を
得

ら
れ
ま
し
た
。

本
協
議
会
の
主
催
事
業
は
、
中
央
研

修
会
を
研
修
委
員
会
が
主
管
で
平
成

二
十
二
年
八
月
八
日
に
水
戸
市
茨
城
県

立
青
少
年
会
館
で
開
催
し
て
百
十
六
名

の
参
加
受
講
者
が
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
地
区
研
修
会
は
、
県
南
支
部

が
主
管
で
平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
四

日
に
阿
見
町
本
郷
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
て
一
〇
三
名
の
参
加
受
講
者

が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
県
北
支
部
が
主
管
で
平
成

二
十
三
年
二
月
六
日
に
日
立
市
女
性

セ
ン
タ
ー
で
開
催
が
進
行
し
て
一
月

二
十
三
日
付
で
一
一
五
名
の
参
加
申
し

込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
二
年
度
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会

議
は
群
馬
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
連
絡
協

議
会
が
主
管
し
て
平
成
二
十
二
年
六
月

二
十
五
日
〜
二
十
六
日
に
群
馬
県
高
崎

市
高
崎
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
で

一
泊
二
日
に
本
協
議
会
か
ら
三
名
の
役

員
が
参
加
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
二
年
度
財
団
法
人
日
本
体

育
協
会
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
等
表
彰

事
業
表
彰
者
に
、
本
協
議
会
推
薦
の
平

沢
ふ
く
枝
様
、
柏
葉
光
子
様
の
二
名
が

受
賞
い
た
し
ま
し
た
。

茨
城
県
に
所
属
す
る
財
団
法
人
日
本

体
育
協
会
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
で
有

資
格
者
は
、
平
成
二
十
二
年
十
一
月

二
十
日
現
在
で
、
三
千
五
百
二
十
三
名

で
、
本
協
議
会
に
加
入
し
た
会
員
数

茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ　
　

　

指
導
者
協
議
会
会
長

照　
沼　
一　
美

茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ　
　

　

指
導
者
協
議
会
事
務
局
長

鈴　
木　
義　
夫

平
成
二
十
二
年
度

本
協
議
会
活
動
報
告

平
成
二
十
二
年
度

本
協
議
会
活
動
報
告

平
成
二
十
二
年
度　

第
二
回

全
国
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

連
絡
会
議
に
出
席
し
て

平
成
二
十
二
年
度　

第
二
回

全
国
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

連
絡
会
議
に
出
席
し
て
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は
、
平
成
二
十
三
年
一
月
三
十
日
現

在
で
千
二
名
で
あ
り
ま
す
。
支
部
別

の
会
員
数
は
「
県
北
支
部
百
四
十
二

名
、
水
戸
支
部
百
十
一
名
、
中
央
支
部

二
百
三
十
九
名
、
鹿
行
支
部
七
十
九

名
、
県
南
支
部
三
百
三
名
、
県
西
支
部

百
二
十
八
名
」
で
あ
り
ま
す
。

平
成
十
七
年
十
月
か
ら
研
修
会
に
有

資
格
取
得
後
に
四
年
に
一
回
以
上
の
参

加
実
績
の
な
い
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

に
資
格
更
新
手
続
き
案
内
文
書
が
財
団

法
人
日
本
体
育
協
会
か
ら
書
類
の
送
付

が
来
な
く
な
り
ま
す
。
本
協
議
会
は
会

員
に
加
入
さ
れ
た
方
々
に
有
資
格
の
有

効
期
限
と
研
修
会
の
案
内
文
書
を
郵
送

し
て
財
団
法
人
日
本
体
育
協
会
か
ら
資

格
更
新
手
続
き
連
絡
文
書
が
会
員
に
送

付
さ
れ
る
よ
う
ご
支
援
い
た
し
ま
す
の

で
、
会
員
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

こ
の
度
、
平
成
二
十
二
年
度
全
国
ス

ポ
ー
ツ
指
導
者
連
絡
会
議
に
於
い
て
、

日
本
体
育
協
会
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

等
表
彰
式
に
て
表
彰
楯
を
賜
り
大
変
光

栄
に
思
い
ま
す
。
関
係
各
位
に
厚
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
受
賞
さ
れ
た
方
々

の
経
歴
に
改
め
て
賞
の
重
さ
と
誇
り
を

深
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
私
は
若
き

頃
、
恩
師
に
「
人
間
交
流
は
、
我
を
育

て
る
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
胸
に
刻

ん
で
い
ま
し
た
。
子
育
て
の
中
、
少
々

経
験
の
あ
っ
た
卓
球
を
生
か
し
、
日
立

で
仲
間
と
自
主
ク
ラ
ブ
を
発
足
し
活
動

を
始
め
ま
し
た
。
そ
の
後
東
海
村
に
転

居
、
暫
く
通
っ
て
い
ま
し
た
が
、
地
域

活
動
も
重
要
と
考
え
、
東
海
村
に
二
つ

目
の
ク
ラ
ブ
を
発
足
し
現
在
三
十
三
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。

私
の
住
む
近
く
に
笠
松
運
動
公
園
が

あ
り
ま
す
。
国
体
後
、
施
設
を
利
用
し

て
ス
ポ
ー
ツ
学
校
が
開
催
さ
れ
「
指
導

者
育
成
コ
ー
ス
」
が
で
き
受
講
。
数
年

間
学
び
そ
の
後
、
卓
球
教
室
の
指
導
者

と
し
て
二
十
年
間
担
当
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
同
時
進
行
で
行
政
の
後
押
し
も

あ
っ
て
指
導
者
の
資
格
取
得
に
仲
間
と

挑
戦
。晴
れ
て
五
十
四
年
に
全
員
合
格
。

同
年
、
体
育
指
導
委
員
に
任
命
さ
れ

て
地
域
住
民
と
の
パ
イ
プ
役
を
務
め
ま

し
た
。指
導
者
と
し
て
活
動
す
る
中
で
、

卓
球
教
室
の
担
当
を
依
頼
さ
れ
、
企
画

立
案
、
実
技
指
導
と
三
十
年
、
仲
間
と

共
に
関
り
現
在
も
続
行

中
で
す
。

五
十
七
年
、
地
元
に

総
合
体
育
館
が
完
成
。

施
設
に
も
恵
ま
れ
て
、

地
域
住
民
の
健
康
体
力

作
り
の
意
識
も
高
ま
り

ス
ポ
ー
ツ
活
動
も
盛
ん

に
な
り
ま
し
た
。
指
導

者
の
活
動
の
場
も
増

え
、
仲
間
の
団
結
も
深

ま
っ
て
い
ま
す
。

組
織
活
動
が
重
な
る

中
で
、
幸
運
に
も
茨

城
県
卓
連
レ
デ
ィ
ー
ス
部
発
足
か
ら

二
十
七
年
間
も
長
期
に
わ
た
り
役
員
と

し
て
努
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の

経
験
を
生
か
し
て
、
中
学
校
部
活
動
の

派
遣
指
導
、
自
主
ク
ラ
ブ
の
育
成
等
に

励
ん
で
い
ま
す
。

中
央
支
部
発
足
に
も
関
わ
り
、
指
導

者
と
し
て
の
取
り
組
み
、
関
わ
り
、
あ

り
方
を
会
員
と
学
び
進
め
て
い
ま
す
。

又
次
世
代
の
指
導
者
の
育
成
を
考
え
、

意
識
の
高
か
っ
た
三
人
を
東
京
に
送
り

出
し
晴
れ
て
資
格
取
得
。
現
在
共
に
活

動
し
て
い
ま
す
。

日
本
人
口
の
減
少
、
高
齢
化
社
会
、

少
子
化
と
進
む
中
に
、
生
き
が
い
作
り

の
役
に
立
て
る
よ
う
、
人
間
交
流
を
深

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

東
海
村　
　

柏　
葉　
光　
子

受
賞
者
あ
い
さ
つ

全
国
公
認
ス
ポ
ー
ツ

指
導
者
研
修
会
報
告

平成
22年度

県南支部研修会（情報提供・大塚製薬）
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こ
の
度
、
財
団
法
人
日
本
体
育
協
会

公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
と
し
て
の
表
彰

は
、
身
に
余
る
光
栄
で
ご
ざ
い
ま
す
。

役
員
、
指
導
者
の
皆
様
の
ご
支
援
が

あ
っ
て
授
与
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

「
継
続
は
力
な
り
」
指
導
す
る
こ
と

は
学
ぶ
こ
と
を
心
に
お
き
、
常
に
健
康

な
身
体
で
ス
ポ
ー
ツ
を
愛
し
、
会
員
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
気
持
ち

良
い
汗
を
流
し
活
動
す
る
こ
と
を
モ
ッ

ト
ー
に
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
指
導
者
の
皆
様
と
交
流

と
研
修
に
参
加
し
、
地
域
の
方
々
と
ひ

と
り
一
ス
ポ
ー
ツ
を
目
標
に
、
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
指
導
し
て
行
く
こ
と
の

喜
び
と
楽
し
み
を
も
っ
て
進
ん
で
行
こ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

温
か
い
ご
支
援
を
心
よ
り
お
礼
を
申

し
上
げ
る
と
共
に
、
皆
様
の
益
々
の
健

康
な
日
々
を
過
ご
さ
れ
る
こ
と
を
お
祈

り
し
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

県
南
地
区
研
修
会
で
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
を
ご
報
告
い
た
し
ま

す
。
本
年
度
の
研
修
会
は
、
三
会
場
で

時
期
を
分
散
し
開
催
い
た
し
ま
し
た

が
、
分
散
開
催
は
良
か
っ
た
が
七
二
％

で
し
た
。

講
演
Ⅰ
は
日
本
体
育
協
会
か
ら
の
四

つ
の
テ
ー
マ
か
ら
の
選
択
実
施
で
、
希

望
テ
ー
マ
の
要
望
の
順
位
は
①
ス
ポ
ー

ツ
と
栄
養
に
つ
い
て
（
栄
養
と
疲
労
回

復
）
が
三
三
％
②
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
科

学
が
二
八
％
③
ス
ポ
ー
ツ
指
導
に
於
け

る
安
全
管
理
が
二
四
％
④
子
供
の
体
力

向
上
に
つ
い
て
は
一
四
％
で
し
た
。
今

後
は
年
三
回
の
開
催
毎
に
テ
ー
マ
を
変

え
て
実
施
し
て
も
良
い
の
で
は
と
思
い

ま
す
。
又
レ
ジ
ュ
メ
等
の
資
料
や
内
容

の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
紹
介
な
ど
、
時
間

内
で
は
知
り
得
な
い
情
報
を
求
め
て
い

る
方
が
多
数
お
り
ま
し
た
。

講
演
Ⅱ
は
県
の
実
情
に
応
じ
た
テ
ー

マ
や
実
技
研
修
等
の
内
容
で
実
施
で
す

が
①
指
導
者
に
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ス
キ
ル
五
七
％
と
多
く
、
内
容

も
そ
の
具
体
的
な
方
法
論
や
コ
ー
チ
ン

グ
ス
キ
ル
の
方
法
論
へ
の
要
望
も
有
り

ま
し
た
。
②
実
技
指
導
が
二
二
％
で
し

た
。
ス
ト
レ
ッ
チ
の
実
技
・
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
理
論
・
行
政
と
の
関
わ
り
方
等
の

要
望
や
現
場
で
の
活
動
に
役
立
つ
具
体

的
な
講
演
の
内
容
を
求
め
て
い
る
。

今
回
の
研
究
協
議
は
、
取
手
市
と
稲

敷
市
、
新
利
根
の
地
域
総
合
型
の
現
場

の
方
の
生
の
活
動
状
況
を
発
表
し
て
頂

き
、
大
変
好
評
な
感
想
を
寄
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
現
場
の
熱
い
想
い
を
聞
き
総

合
型
の
理
解
を
深
め
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
作
り
で
も
あ
り
、
運
営
の
課
題
や

悩
み
、
問
題
点
等
が
理
解
出
来
た
様
で

し
た
。

今
後
の
課
題
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
指

導
者
側
の
総
合
型
へ
の
関
わ
り
と
、
相

互
の
情
報
共
有
化
の
仕
組
み
作
り
や
、

指
導
者
側
か
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
提
供
と
、
指
導
の
実
践
が
求
め
ら

れ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。初
心
者
に
、

専
門
的
で
な
い
、
楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ
を

実
感
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
と
、

何
よ
り
も
現
場
で
実
践
で
き
る
指
導
者

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
の
感
想
で
す
。

　

日
立
市　
　

平　
沢　
ふ
く
枝

県
南
地
区
研
修
会

ア
ン
ケ
ー
ト

　
　

県
南
支
部
長　
　

櫻　
井　
孝　
之

県南地区研修会　（H22. 11.14）
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県
西
支
部
は
七
市
三
町
、
現
在
、
会

員
は
二
〇
一
〇
年
九
月
で
一
一
七
名
で

す
。
六
十
一
号
の
会
報
の
中
で
普
通
救

命
講
習
会
の
実
施
を
予
定
し
て
お
り
ま

し
た
が
事
務
局
の
不
手
際
で
開
催
に

至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
紙
面
を
お
か
り

し
て
お
詫
び
致
し
ま
す
。

今
年
度
も
こ
れ
と
い
っ
た
活
動
が
出

来
ず
、
会
員
の
皆
様
に
は
申
し
訳
な
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成
二
十
三
年
度

の
県
西
支
部
大
会
を
四
月
に
予
定
し
て

お
り
ま
す
の
で
ひ
と
り
で
も
多
く
の
会

員
の
参
加
を
期
待
し
て
今
後
の
県
西
支

部
の
活
動
を
見
直
し
、
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

県
西
支
部
内
で
桜
川
市
が
市
体
育

協
会
の
協
力
を
得
て
「
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
が
発
足
し
た
と

聞
い
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
の
活
動

予
定
と
し
て
見
学
等
を
予
定
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

最
後
に
県
西

支
部
の
総
会
に

多
く
の
会
員
の

方
々
の
参
加
を

希
望
し
ま
す
。

本
年
度
は
地
区
研
修
会
の
開
催
で

は
、
支
部
会
員
の
皆
様
に
は
、
多
大
な

ご
協
力
を
頂
き
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。百
名
を
超
え
る
参
加
を
頂
き
、

研
修
内
容
も
概
ね
好
評
で
し
た
。

各
地
域
に
、
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
の
設
立
も
進
み
、
関
係
者
の
皆
様
も

試
行
錯
誤
を
し
な
が
ら
、
奮
闘
し
て
い

る
様
子
が
研
究
協
議
の
発
表
に
現
れ
て

お
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
公
認
ス
ポ
ー

ツ
指
導
者
と
の
連
携
を
図
り
、
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
へ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
実

施
等
の
要
望
も
今
後
の
課
題
と
し
て
見

え
て
き
ま
し
た
。
専
門
的
で
な
く
、
初

心
者
に
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
伝
え
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
と
、
指
導
の
ス
キ
ル

が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
失
わ
れ
た
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
と
、
健
康
志
向

の
高
ま
り
に
我
々
指
導
者
も
目
を
向
け

て
ゆ
け
れ
ば
と
思
わ
れ
ま
す
。

鹿
行
支
部
で
は
毎
年
、
公
認
ス
ポ
ー

ツ
指
導
者
の
資
質
の
向
上
を
目
指
し
て

研
修
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
第
一
回

目
は
総
会
の
日
に
実
施
し
ま
し
た
が
、

今
年
は
少
し
遅
れ
八
月
に
、
石
倉
恵
美

先
生
か
ら
ダ
ン
ス
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
の
研

修
を
受
け
ま
し
た
。
男
女
が
参
加
し
易

い
動
き
か
ら
入
っ
て
、
さ
わ
や
か
な
汗

を
流
し
て
の
良
い
研
修
で
し
た
。

第
二
回
目
は
二
月
に
体
育
指
導
委
員

会
と
合
同
で
の
実
施
予
定
で
す
。
講
師

に
茨
城
大
学
の
日
下
裕
弘
先
生
を
迎
え

「
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
別
地
域
ス
ポ
ー
ツ

論
」
の
講
演
を
又
、
同
渡
辺
将
司
先
生

に
は
「
フ
ラ
イ
オ
メ
ト
リ
ッ
ク
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
〜
筋
肉
の
バ
ネ
を
鍛
え
る
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
」
の
研
修
を
行
う
予
定
で

す
。
出
来
る
だ
け
多
く
の
指
導
者
に
集

ま
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
役
員
会
を
開

き
準
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
、
街
を
歩
い
て
い
る
と
タ
ス
キ
を

掛
け
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
い
る
人

が
多
く
、
夜
の
体
育
館
は
常
に
明
る
く

運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
人
が
増
え
て

い
る
こ
と
は
好
ま
し
い
こ
と
で
す
。
ス

ポ
ー
ツ
指
導
者
が
地
域
住
民
の
健
康
で

明
る
い
生
活
を
目
指
し
地
域
づ
く
り
に

励
ん
で
い
る
こ
と
は
大
変
す
ば
ら
し
い

こ
と
で
す
。
指
導
者
へ
の
期
待
が
大
き

く
、
そ
の
役
割
は
重
要
な
も
の
で
あ
る

と
感
じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
会
員
の
皆

様
の
尚
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

支
部
だ
よ
り

事
務
局
長　
　
近 

藤 

康 

雄

県
西
支
部

支　

部　

長　
　

櫻 

井 

孝 

之

県
南
支
部

支　

部　

長　
　

島 

田 

昌 
和

鹿
行
支
部

中央研修会　（H22. ８. ８）
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四
月
三
日
㈰
午
前
十
時
よ
り
ひ
た
ち

な
か
市
松
戸
体
育
館
に
於
い
て
、
支
部

総
会
を
開
催
し
て
平
成
二
十
三
年
度
を

始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
県
協
議
会
総

会
、
中
央
研
修
会
を
ふ
ま
え
、
中
央
支

部
と
し
て
は
、
六
月
上
旬
に
上
級
救
命

資
格
更
新
講
習
会
を
、
そ
し
て
資
格
取

得
講
習
会
を
翌
年
二
月
上
旬
に
開
催
し

て
、
県
協
議
会
中
央
研
修
会
と
時
期
を

ず
ら
し
恒
例
の
中
央
支
部
研
修
会
を
日

本
体
育
協
会
公
認
義
務
研
修
と
な
る
よ

う
な
内
容
で
開
催
を
計
画
し
て
い
き
ま

す
。講

演
Ⅰ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
科
学
で

は
指
導
者
と
し
て
の
自
分
と
指
導
さ
れ

る
側
の
皆
さ
ん
と
の
自
律
神
経
と
体
と

心
の
関
係
を
実
践
を
通
し
て
学
び
、
講

演
Ⅱ
で
は
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
に
つ

い
て
の
現
状
と
、
こ
れ
か
ら
の
指
導
者

と
し
て
の
関
わ
り
方
を
多
方
面
よ
り
学

び
、
必
要
資
格
も
含
め
て
実
際
に
い
か

に
関
わ
れ
、
手
伝
う
事
が
出
来
る
か
、

先
の
時
間
に
ど
う
つ
な
げ
る
か
、
そ
し

て
自
分
の
役
割
を
把
握
し
な
が
ら
活
動

に
継
げ
る
か
を
考
え
て
行
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
研
究
協
議
で
は
今
年
度
も
防

災
に
つ
い
て
、
私
達
指
導
員
と
し
て
有

事
の
時
に
、
何
を
い
か
に
行
動
す
べ
き

か
、
何
が
出
来
る
か
具
体
的
な
知
識
を

得
、意
識
の
高
揚
を
は
か
れ
れ
ば
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

新
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た
り
自
分
磨

き
と
共
に
後
進
育
成
・
指
導
も
急
務
と

各
自
気
を
ひ
き
し
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

先
に
今
年
度
の
総
会
に
つ
い
て
ご
報

告
申
し
上
げ
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
を
補

足
す
る
意
味
で
、
今
回
は
総
会
に
よ
り

決
定
し
た
、
事
業
計
画
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
十
二
年
度
事
業
計
画
実
績

4
月
4
日　

 

日
立
さ
く
ら
ロ
ー
ド
助
勢

　
　
　
　
　

定
例
会

　
　
　
　
　

総
会
資
料
検
討

5
月
10
日　

定
例
会　

総
会
対
策

5
月
23
日　

支
部
総
会
及
び

　
　
　
　
　

石
津
先
生
講
演（
報
告
済
）

6
月
7
日　

定
例
会

　
　
　
　
　

支
部
会
報
対
策

　
　
　
　
　

さ
く
ら
ロ
ー
ド
反
省

7
月
5
日　

定
例
会

　
　
　
　
　

 

県
総
会
報
告
・
研
修
会

講
演
演
題
の
検
討

7
月
11
日　

支
部
役
員
研
修
会

8
月
2
日　

 

定
例
会 

研
修
会
協
力
要
請
・

支
部
会
報
発
送
に
つ
い
て

9
月
6
日　

定
例
会

　
　
　
　
　

中
央
研
修
報
告

　
　
　
　
　

 

地
区
研
修
・
会
報
抱
き

合
わ
せ
発
送
・
女
性
セ

ン
タ
ー
祭
り
つ
い
て

10
月
4
日　

定
例
会

　
　
　
　
　

 

支
部
会
報
発
送
・
セ
ン

タ
ー
祭
り
に
つ
い
て

10
月
16
日　

セ
ン
タ
ー
祭
り
助
勢

　

〜
17
日　

放
送
係
を
担
当

11
月
1
日　

 

定
例
会 

セ
ン
タ
ー
祭
り
・

全
国
表
彰
決
定
報
告

11
月
3
日　

 

常
陸
太
田
市
親
子
サ
イ

ク
リ
ン
グ
助
勢

11
月
28
日　

 

常
陸
太
田
市
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
助
勢

12
月
6
日　

 

定
例
会 

県
北
地
区
研

修
会
に
つ
い
て

12
月
27
日　

 

県
北
地
区
研
修
案
内
発

送
準
備

1
月
7
日　

地
区
研
修
案
内
発
送

1
月
24
日　

 

定
例
会 

県
北
地
区
研

修
会
に
つ
い
て

以
上
が
現
在
ま
で
に
計
画
し
実
行
し

て
き
た
事
業
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

2
月
5
日　

地
区
研
修
会
会
場
準
備

2
月
6
日　

 

県
北
地
区
研
修
会
の
開
催

2
月
18
日　

役
員
新
年
会

3
月
6
日　

 

常
陸
太
田
市
民
歩
け
歩

け
大
会
助
勢

等
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
等
の

事
業
を
月
一
回
の
定
例
会
を
軸
に
役
員
一

同
相
談
し
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

常
陸
太
田
市
の
「
親
子
サ
イ
ク
リ
ン

グ
」
も
好
評
に
つ
き
、
菜
の
花
の
時
期

に
も
う
一
度
追
加
開
催
す
る
と
の
こ

と
、
お
手
伝
い
し
た
事
業
が
好
評
な
の

は
、
や
っ
ぱ
り
自
分
の
こ
と
の
様
に
嬉

し
い
も
の
で
す
。

こ
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会
の
仕

事
も
大
切
な
こ
と
、
会
員
皆
様
の
笑
顔

が
見
た
く
て
、
役
員
一
同
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
会
員
皆
様
も
ど
う
か
力
を
お
貸

し
下
さ
い
。
楽
し
い
協
議
会
に
し
よ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

事　

務　

局　
　

野
々
村　
律　
子

中
央
支
部

支　

部　

長　
　

野 

内 

康 

二

県
北
支
部

お知らせ
住所変更及び改姓した場合
必ず変更届をして下さい。

【連絡先】　〒306‒0204
茨城県スポーツ指導者協議会
事務局　古河市下大野1463‒4

　　鈴　木　義　夫
TEL 0280－92－4555
FAX 0280－92－4555 www.ibaraki-sports.or.jp/

ホームページを開設いたしました！
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水
戸
支
部
で
は
日
体
協
が
目
指
す
地

域
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成
を

推
進
し
若
年
層
の
活
性
化
と
活
動
を
研

鑽
し
た
い
。
こ
れ
に
と
も
な
い
支
部
の

活
動
状
況
は
一
環
し
て
女
性
の
輪
、
青

年
の
育
成
、
ス
ポ
ー
ツ
の
愛
着
、
地
域

の
円
滑
化
の
躍
進
等
を
指
導
の
主
眼
と

し
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
不
信
化
の
ど
ん
底

よ
り
頂
点
に
の
ぼ
り
つ
め
る
心
得
等
を

提
案
し
指
導
し
た
い
。
今
年
度
事
業
計

画
は
、
総
会
、
研
修
会
等
を
実
施
し
支

部
の
実
態
感
を
身
に
つ
く
参
加
を
呼
び

か
け
た
い
。
特
に
今
迄
の
指
導
は
一
方

通
行
に
な
り
が
ち
で
す
。
ま
ず
子
供
達

に
耳
を
傾
け
る
選
手
も
、
話
す
こ
と
で

気
を
楽
に
さ
せ
る
、
そ
う
い
う
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切
で
す
。
そ
れ
と

観
察
力
を
磨
く
こ
と
、
こ
う
練
習
し
た

い
と
い
う
選
手
の
見
ど
こ
ろ
、
指
導
者

の
眼
、
観
察
力
な
ど
が
変
わ
っ
て
い
く

こ
と
が
指
導
者
に
求
め
ら
れ
る
資
質
と

情
熱
の
的
で
あ
り
今
後
の
ス
ポ
ー
ツ
競

技
へ
新
た
な
一
歩
と
な
り
ま
す
。

水
戸
支
部
で
は
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て

会
員
の
み
な
さ
ん
が
地
域
総
合
型
ス

ポ
ー
ツ
の
指
導
者
で
あ
り
ス
ポ
ー
ツ
の

重
要
性
を
十
分
に
認
識
し
、
日
々
進
歩

す
る
活
動
、
状
況
、
そ
の
取
得
に
懸
命

に
努
力
し
「
指
導
」
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

こ
れ
か
ら
も
会
員
の
皆
々
様
か
ら
、

よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
協
力
を
申
し
上

げ
支
部
活
動
の
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
十
年
度
よ
り
、
市
体
育
指
導

委
員
会
総
会
に
て
、
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立
に
向
け
て
そ
の
準

備
に
入
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
中
で
公
認
ア
シ
ス
タ
ン
ト
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
が
い
な
い
と
だ
め
な
の
で
、
公

認
ア
シ
ス
タ
ン
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
養
成

コ
ー
ス
を
修
了
し
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
資
格
を
四
名
に
て
取
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
間
に
「
桜

川
市
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設

立
準
備
委
員
会
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

何
を
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
良
い
の
か
わ

か
ら
ず
、
視
察
研
修
に
行
く
こ
と
に
な

り
ま
し
て
、
埼
玉
の
ク
ラ
ブ
幸
手
、
阿

見
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
を
見
て
参
り
ま
し

た
。
ど
ち
ら
も
た
く
さ
ん
の
教
室
を
開

催
し
て
い
ま
し
て
と
て
も
充
実
し
て
い

る
の
が
す
ぐ
に
伝
わ
っ
て
来
ま
し
た
。

又
、
わ
が
桜
川
市
に
お
い
て
は
、
ク
ラ

ブ
育
成
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
り
ま
す
伊

東
先
生
、
諏
訪
先
生
に
は
何
度
も
足
を

運
ん
で
い
た
だ
き
力
強
い
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
ま
し
た
。

会
議
、各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開
催
、

広
報
活
動
、
ク
ラ
ブ
啓
発
ポ
ス
タ
ー
、

ク
ラ
ブ
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
各
戸
配
布

し
、
慣
れ
な
い
仕
事
に
追
わ
れ
一
つ
一

つ
が
勉
強
で
し
た
。

理
念
作
り
に
は
、
何
回
も
会
議
を
も

ち
話
し
合
い
を
し
な
が
ら
、「
い
つ
で

も
」「
誰
で
も
」「
楽
し
く
」
を
合
言
葉

に
皆
様
の
知
恵
と
力
を
あ
わ
せ
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
又
日
本
体
育
協

会
か
ら
、
創
設
支
援
事
業
委
託
金
を
受

領
し
有
効
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

二
十
二
年
十
月
二
十
四
日
桜
川
ス
マ

イ
ル
ク
ラ
ブ
総
会
に
あ
た
り
、
桜
川
市

長
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
関
係
者
、
会

員
の
皆
様
の
協
力
に
よ
り
総
会
が
盛
大

の
中
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
桜
川
市
及
び
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ

（
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
）
の
力
を
お
借
り
し
な
が

ら
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
自
分
に

あ
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
に
楽
し
め
る
環
境
づ

く
り
を
目
指
し
、
市
民
の
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
推
進
と
青
少
年
の
健
全
育
成
を
図

る
と
と
も
に
、
元
気
で
連
帯
感
あ
ふ
れ

る
街
づ
く
り
に
資
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
今
後
共
長
き
に
わ
た
っ
て
地

域
に
根
付
き
活
動
で
き
ま
す
よ
う
各
関

係
者
の
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
ご

指
導
を
心
か
ら
お
願
い
致
し
ま
す
。

総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

立
ち
上
げ
に
つ
い
て

みんなの広場

支　

部　

長　
　

藤 

枝 

平 

造

水
戸
支
部

県北支部研修会（情報提供・大塚製薬）

県
西
支
部

蛯
原　

正
善
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私
は
、
幼
稚
園
の
教
諭
と
し
て
仕
事

を
し
な
が
ら
、
地
域
の
卓
球
の
指
導
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
。

現
代
の
子
ど
も
達
を
見
て
い
る
と
、

「
走
る
・
と
ぶ
・
投
げ
る
」
な
ど
の
基

礎
的
運
動
能
力
が
顕
著
に
低
下
し
て
い

ま
す
。
昔
の
子
ど
も
達
に
比
べ
体
格
が

良
く
な
っ
て
い
る
の
に
体
力
が
著
し
く

低
下
し
、子
ど
も
の
肥
満
解
消
合
宿
が
、

日
本
の
み
な
ら
ず
外
国
で
も
増
え
て
い

る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
骨
折

し
た
り
、
と
っ
さ
に
手
を
つ
け
ず
顔
を

打
っ
て
け
が
を
し
た
り
と
い
っ
た
子
ど

も
達
の
姿
を
耳
に
し
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス

感
覚
を
養
い
、
自
ら
の
身
を
か
ば
う
動

き
を
身
に
付
け
る
遊
び
を
、
幼
少
期
に

経
験
さ
せ
る
こ
と
が
、
子
ど
も
を
大
け

が
か
ら
守
る
と
思
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
や
テ
レ
ビ
・
パ
ソ
コ

ン
に
熱
中
し
、
外
で
体
を
動
か
さ
ず
夜

更
か
し
す
る
生
活
が
日
常
化
す
る
と
、

そ
の
結
果
、
朝
な
か
な
か
起
き
ら
れ
ず

食
事
も
満
足
に
と
れ
ま
せ
ん
。
朝
か
ら

疲
労
を
感
じ
る
子
ど
も
達
が
増
え
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
不
規
則
な
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
が
、
子
ど
も
の
心
と
体
に
悪

影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
す
。

子
ど
も
に
は
、
発
達
段
階
に
応
じ
た

運
動
や
遊
び
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
達

は
い
ろ
い
ろ
な
遊
び
を
通
し
て
、
様
々

な
動
き
を
覚
え
運
動
能
力
だ
け
で
な

く
、
知
性
や
社
会
性
を
育
む
こ
と
が
大

切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
子
ど
も
の
問
題
は

大
人
の
問
題
で
も
あ
る
の
で
す
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
を
改
善
す
る
た
め
、
今
で

き
る
こ
と
を
考
え
、
地
域
の
人
々
が
親

子
で
元
気
に
な
れ
る
よ
う
に
援
助
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
ま
で
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
は
専
門

分
野
で
の
指
導
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た

が
、
他
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
方
に
も

協
力
を
い
た
だ
き
、
将
来
子
ど
も
達
が

元
気
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
地
域
の
人
々
と
協
力
し
て
、
身

近
な
と
こ
ろ
か
ら
実
践
し
て
い
き
た
い

と
い
う
願
い
を
も
っ
て
い
ま
す
。

http://www.ibaraki-sports.or.jp/

広
報
委
員
会

担
当
副
会
長

島　

田　

昌　

和　
　

広
報
委
員
長

岡　

野　

秀　

一　
　

広
報
委
員

　

菅
谷　

政
宏（
県
北
支
部
）

　

舛
井　

幸
子（
水
戸
支
部
）

　

柏
葉　

光
子（
中
央
支
部
）

　

君
和
田
治
也（
鹿
行
支
部
）

　

坂
本　
　

允（
県
南
支
部
）

　

又
村　

和
子（
県
西
支
部
）

編
集
後
記

　

第
六
十
二
号
会
報
発
行
に

当
た
り
皆
様
に
原
稿
を
賜
り

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

ご
愛
読
い
た
だ
け
る
会
報
と

な
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
皆
様
の
忌
憚
の

な
い
ご
意
見
を
お
寄
せ
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

次
回
の
会
報
発
行
は

平
成
二
十
三
年
九
月

地
域
の
人
々
が
親
子
で

元
気
に
な
れ
る
た
め
に
…

県北支部研修会　（H23. ２. ６）

鹿
行
支
部　
　

髙
野　

照
代


